
利尻富士町 生涯学習推進計画
～明日をになう、心豊かな人づくりと、文化を育むまち～ 

平成 23 年度～平成 32 年度 

（2011 年度～2020 年度） 

利尻富士町教育委員会  
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利尻富士町教育目標 

・健康な心身をきたえ たくましい実践力をもつ人

・心あたたかく敬愛の念をもち 豊かな社会を築く人

・進んで知識や技能を高め 創意ある生活を目指す人

・勤労を尊び 自らの仕事に誇りと喜びをもつ人

スローガン 利尻富士町町民憲章
・元気で働き 伸びゆく 豊かなまちにしましょう

・たがいに助け合い 親切で あたたかいまちにしましょう

・きまりを守り 力をあわせて 明るいまちにしましょう

・教養をたかめ 心ゆたかな 文化のまちにしましょう
（昭和54年４月１日制定）

（昭和54年４月18日制定）

 

ふれあい 

活かしあい 

学びあい 

 

基本理念 

基本目標 
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地域で子どもを育てる

体制作り 

子育て支援活動の推進 

家庭･学校･地域の連携 

地域の教育素材を活用した取組みの推進 

文化・芸術活動の推進 

文化財の保護と活用 

芸術鑑賞機会の充実 

関係機関や団体との連携 

健康づくり・スポーツ

活動の推進 

生涯スポーツの振興 

スポーツ環境の整備・充実 

関係機関や団体との連携 

重点施策 重 点 項 目  

家庭教育の充実 

家庭の教育力向上を促す啓発活動 

子育てに関する学習機会や交流機会の充実 

関係機関や団体との連携 

学校教育の充実 

創意工夫を生かした特色ある学校経営 

「生きる力」をはぐくむ教育課程の充実 

教育諸条件の整備・充実 

社会教育の充実 

幼児教育の充実 

少年教育の充実 

青年教育の充実 

成人教育の充実 

高齢者教育の充実 

生涯学習推進体制の

整備・充実 

学習情報の管理と相談機能の充実 

生涯学習拠点施設の整備 

学習者の育成・支援 

学習ニーズの把握と情報の周知・活用 

図書室機能の整備・充実 

自主学習サークルの育成･支援 

地域人材の発掘 

指導者、支援者の確保・充実 

学んだことを活かせる環境整備 

次世代リーダーの育成 

「新しい公共」の観点

による社会参加の促進

ボランティア活動の推進 

地域振興への参加促進 

関係機関や団体との連携 
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第 1章 基本構想 

（利尻島一周悠遊覧人G）

（中学生遺跡発掘体験）

（巡回小劇場）

（平成23年成人式）
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利尻富士町新まちづくり総合計画 
平成 20～29 年度 

「ふるさとの元気と 
輝きをもとめて」

自然・産業 
「豊かな自然と共生

し活力ある産業を育

てるまち」 

保健・福祉 
「温もりと思いやり

のある保健福祉のま

ち」 

生活基盤・環境・安全

「安全で安心して暮

らせる快適な生活環

境のまち」 

教育 
「明日をになう心豊

かな人づくりと文化

を育むまち」 

協働・行財政 
「住民参加と協働に

よる健全な行政運営

のまち」 

第２節 計画の骨子 

１ 計画の性格と位置づけ 

  この計画は、平成 20 年度策定「利尻富士町新まちづくり総合計画」に則り、主に教育

分野での施策を、総合的かつ計画的に進めるための指針として定めるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 計画策定の視点 

    利尻富士町の「町民憲章」「教育目標」を具現化し、「まちづくり」「人づくり」を通して

町を活性化するための総合的かつ長期的な指針となることから、より効果のある計画策定が行

われるよう、次の視点を踏まえ計画策定を行いました。 

(1)利尻富士町の地域の特性を十分考慮したもの。 

(2)広く住民の考えを聞き、意見を反映したもの。 
(3)具体的な目標を提示し、分かりやすく表現したもの。 
(4)長期的（１０年計画）な計画であり、中期的な評価を盛り込んだもの。 

 
  ３ 計画の名称 

    この計画の名称は、「利尻富士町生涯学習推進計画」とします。 

 

  ４ 計画の構成と期間 

 (1)計画の構成 

  基本構想・基本計画の 2部構成とします。 

教「」章憲民町「、にもととす示を念理本基るけおに進推習学涯生の町士富尻利は想構本基  

育目標」の具体化に向けて基本目標を示します。 

  基本計画では、基本構想の実現に向けて、その目標についての具体的な現状と課題を整

理し、課題の解決に向けての取り組みを述べています。 

 (2)計画期間 

  計画の期間は、平成 23 年度から平成 32 年度までの 10 年間とします。 

  また、実施に当たっては諸情勢の変化や進捗状況を点検し、弾力的な実施を図ります。 



第２章 基本計画

（町内ミニバレー大会）

（生涯学習推進講座）

（しめ縄づくり教室）

（南浜獅子神楽）
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第 1節 「学びあい」～自らいきいきと学ぶ学習環境づくり 

 

  

３ 社会教育の充実 

【現状と課題】 
平成 18 年の教育基本法の改正を受け、平成 20 年に社会教育法等の改正が行われました。これか

らの社会教育は、単に個々人の「趣味・教養」を充足させるだけのものにとどまるのではなく、裁

判員制度*1 や防犯防災などの「国民や地域住民として必ず対処することが必要な課題についての学

習」や「地域の課題解決活動」に係る分野などに特に重点を置き、社会教育を通して、地域住民が

積極的に公共的なサービスの提供主体となり、共助の精神で活動する「新しい公共」の形成を進め

ていくことが望まれています。 
本町においては、これまでは乳幼児期、青少年期に重点を置き、充実した事業を行い、高い評価

を得ることが出来ました。今後は、事業を精査し質の高い内容を維持しつつ、一人ひとりが心豊か

で充実した人生を送るためにも、生涯にわたりそれぞれのライフステージ*2に応じた学習の場を計画

的に設けることが必要です。 
また、人口の減少に伴う少子高齢化、基幹産業の伸び悩み、地域の中心となる人材不足など、地

域力の衰退が指摘されています。こうした課題は、一部の業界、行政部局、関係者だけに留まらず、

町民の全てが自らの課題として考え、取り組んでいく「新しい公共」の考え方が今後ますます重要

になってきます。そうしたことから、様々な学習機会を通して課題を共有し、意識啓発・浸透を図

っていくことが本町でも求められています。 
 
①幼児教育の充実 

 幼児期は、人間の発達の基礎を培う大切な時期です。家庭での生活を中心として、健

康な心身と基本的な生活習慣を身に付けることが必要です。  
 

   【主な事業】 
    (1) 親子のふれあいを促進 
     ・育児サークル以外での親子のふれあいを促進する活動を行います。 
    (2) 子どもの生活習慣を見直す機会の提供 
     ・広報などを通して、生活習慣を見直す学習機会の提供を行います。 
    (3)親子運動教室の開催 
     ・体力向上を図るため、親子で運動する機会を設けます。 
 

【評価欄】 
 

 

 

 

 

 

 

 

*1 裁判員制度：刑事訴訟の手続きにおいて、広く一般の国民が、裁判官とともに責任を分担しつつ協働し、裁判内容の決定に主体的

に関与することができる制度。2009 年 5月に施行された。  

*2 ライフステージ：幼児期、青少年期など人間の一生をいくつかの段階に分ける考え方 

重点項目 主な事業 
評価欄 

前期 後期 

① 幼児教育の充実 
（0～5 歳） 

親子のふれあいを促進   
子どもの生活習慣を見直す機会の提供   
親子運動教室の開催   
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第 1節 「学びあい」～自らいきいきと学ぶ学習環境づくり 

 

 

 

②青少年教育の充実 

    少年期は、様々な人と触れ合い体験活動を通して、自らの「生きる力」を身に付ける時

期です。また、青年期は心身ともに少しずつ自立し、次代の担い手として様々なことに挑

戦しながら、自らの可能性を追求する時期です。学校教育で身に付けた内容を社会教育の

活動で活用・応用しながら、社会的にも経済的にも自立できるよう青少年教育の充実に努

めます。 

     

   【主な事業】 
    (1)体験活動の充実 
     ・自然体験活動や奉仕体験活動等、様々な体験活動の充実に努めます 
    (2)放課後活動の充実 
     ・放課後や週末の時間を活用し、様々な体験活動ができるよう教室などを開催します。 
    (3)交流事業の実施 
     ・様々な機会を通して、他町の児童生徒や異世代との交流を進めます。 
    (4)学校教育との連携 
     ・充実した活動を行うため、学校教育との連携を図ります。 
 
   【評価欄】 
 

重点項目 主な事業 
評価欄 

前期 後期 

②青少年教育の充実

（6～18 歳） 

体験的活動の充実   
放課後活動の充実   
交流事業の実施   
学校教育との連携   

（親子ふれあい自然体験事業）
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第 1節 「学びあい」～自らいきいきと学ぶ学習環境づくり 

 

  

 

③成人教育の充実 

    成人期は、心身ともに成熟し、個人の関心・年齢・体力に応じた学習が可能な時期です。

自己のスキルアップ*1 や次世代の育成・支援、高齢期に向けての生きがいづくりを行うと

ともに、地域課題解決の中心として家庭教育や地域活動にも求められる役割は大きいです。 

 

   【主な事業】 
    (1)地域課題に対応した学習機会の提供 
     ・地域課題を把握し、それを解決するための学習機会を提供します。 
    (2)地域イベントの参画促進 
     ・元気な「ふるさとづくり」のため、様々なイベントへの参加促進を図ります。 
 
   【評価欄】 
 

 

 

 

 

 

④高齢者教育の充実 

 高齢期は自由時間を有効に活用して学習を楽しむことができる時期です。健康保持に留

意しながら、生きがいを持って暮らすとともに、豊かな経験や知識を地域社会に還流して

いくことが期待されます。 

 

   【主な事業】 
    (1)学習意欲の喚起 
     ・高齢者が自ら学習に取り組む学習機会の提供を進めます。 
    (2)異世代交流の推進 
     ・ボランティア活動等を通して異世代間交流を推進し、知識や技術の還流を図ります。 
    (3)関係部局との連携 
     ・福祉部局と積極的に情報交換し、連携を図ります。 
 
   【評価欄】 
 

 

 

 

 

 

 

*1 スキルアップ：訓練して技能を身に付けること。またはその訓練。 

重点項目 主な事業 
評価欄 

前期 後期 

③ 成人教育の充実 
（就職～） 

地域課題に対応した学習機会の提供    

地域イベントへの参画促進   

重点項目 主な事業 
評価欄 

前期 後期 

④高齢者教育の充実

（65 歳～） 

学習意欲の喚起   

異世代交流の推進   

関係部局との連携   
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第 1節 「学びあい」～自らいきいきと学ぶ学習環境づくり 

 

 

４ 生涯学習推進体制の整備・充実 

【現状と課題】 
 学習者の学びたいという欲求を把握し、「いつ・どこで・どのような」学習が行われて

いるかを情報提供することは生涯学習社会を進めていく上できわめて重要です。そのため

にも、広報を行い、ニーズの把握と、現在行われている学習団体の最新情報を収集・管理

し充実した体制作りを進めていく必要があります。  
 また、生涯学習活動の拠点となる生涯学習施設の整備・拡充は住民の大きな要望になっ

ており、長期的な視野にたって計画的に整備を進めていく事が求められています。 
 
①学習情報の管理と相談機能の充実 

 町民の学びたいという意欲に応えるために、町内の文化団体、スポーツ団体の情報を把

握・管理し紹介できる体制を整えます。また、問い合わせ、要望に応えられる相談体制を

確立し、各団体の活動化を図ります。 
 

   【主な事業】 
    (1) 町内社会教育団体の情報管理 
     ・町内社会教育団体の最新情報を収集・管理します。 
    (2) 相談機能の広報・普及活動 
     ・様々な学習ニーズに対応できる相談体制を整え、広報・普及に努めます。 
 
   【評価欄】 
 

 

 

 

 

 

②生涯学習拠点の整備 

 生涯学習の中心拠点となる公民館、総合体育館は老朽化が進んでおり、大規模な改修を

含め計画的な整備･補修が必要です。 

 

   【主な事業】 
    (1) 各生涯学習施設の整備・補修 
     ・公民館・総合体育館などの各生涯学習施設の整備･補修を充実させます。 
 
   【評価欄】 

重点項目 主な事業 
評価欄 

前期 後期 

①学習情報の管理と

相談機能の充実 

町内社会教育団体の情報管理   
相談機能の広報・普及活動   

重点項目 主な事業 
評価欄 

前期 後期 

②生涯学習拠点の整備 各生涯学習施設の整備・補修   
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第 2 節 「ふれあい」～世代や地域をこえてふれあえる交流づくり 

 
 

②スポーツ環境の整備・充実 

 より多くの人に、運動・スポーツに親しんでもらえる環境を整えるため、人的環境と施

設･設備環境での充実に努めます。 
 

   【主な事業】 
    (1) 指導者の確保 
     ・より多くの地域の指導者を確保し、多様なスポーツ活動の展開を進めます。 
    (2) 体育施設の整備・管理 
     ・利用者が納得して使用できるよう、体育施設の整備・管理に努めます。 
 
   【評価欄】 
 

 

 

 

 

 

 

③関係機関・団体との連携 

 町内体育団体をはじめ、広域団体とも連携してスポーツ活動の普及に努めます。 

 

   【主な事業】 
    (1) 体育団体との連携 
     ・町内体育団体をはじめ、管内、道などの広域団体とも連携し、スポーツ活動の普及

に努めます。 
    (2) 少年団活動への支援 
     ・情報提供など様々な面で、少年団活動を支援します。 
 
   【評価欄】 
 

重点項目 主な事業 評価欄 
前期 後期 

②スポーツ環境の整

備・充実 
指導者の確保   
体育施設の整備・管理   

重点項目 主な事業 評価欄 
前期 後期 

③関係機関・団体と

の連携 
体育団体との連携   
少年団活動への支援   
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第３章 付属資料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生涯学習推進計画策定委員会の風景） 
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回答数 構成比

(1) 鴛泊地区 184 74.8%

(2) 鬼脇地区 62 25.2%

無回答 9 -

　計 255 100.0%

回答数 構成比

(1) 男 121 48.2%

(2) 女 130 51.8%

無回答 4 -

　計 255 100.0%

回答数 構成比

(1) ２０代以下 4 1.6%

(2) ２０代 26 10.4%

(3) ３０代 59 23.5%

(4) ４０代 58 23.1%

(5) ５０代 45 17.9%

(6) ６０代 33 13.1%

(7) ７０代 21 8.4%

(8) ８０代以上 5 2.0%

無回答 4 -

　計 255 100.0%

回答数 構成比

(1) 漁業 15 6.0%

(2) 商工サービス 31 12.4%

(3) 自由業 6 2.4%

(4) 主婦 70 28.0%

(5) 学生 2 0.8%

(6) 一般事務・専門技術職 52 20.8%

(7) 一般労務職 22 8.8%

(8) 無職 21 8.4%

(9) その他 31 12.4%

無回答 5 -

　計 255 100.0%

「利尻富士町民の生涯学習に関する意識についてのアンケート」集計表

A－１ 住んでいる地域を選んでください

A－２ あなたの性別は

A－３ あなたの年代は

A－４ あなたの職業は
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回答数 構成比

(1) 聞いたことがある 214 85.3%

(2) 聞いたことがない 37 14.7%

無回答 4 -

　計 255 100.0%

回答数 構成比

(1) 行った 113 44.3%

(2) 行っていない 142 55.7%

無回答 0 -

　計 255 100.0%

回答数 構成比

(1) 仕事や家事が忙しくて時間がないから 83 28.3%

(2) 子どもや親などの世話をしてくれる人がいないから 5 1.7%

(3) 費用がかかるから 4 1.4%

(4) 必要な情報が入手できないから 41 14.0%

(5) 一緒に学習する仲間がいないから 10 3.4%

(6) 適当な指導者がいないから 6 2.0%

(7) 身近なところに施設や場所がないから 8 2.7%

(8) 自分の希望に合う講座や教室などがなかったり、行われる

    時期・時間が合わないから 

48 16.4%

(9) 家族や職場などの周囲の理解が得られないから 1 0.3%

(10) 特に必要ないから 29 9.9%

(11) 特に理由はない 55 18.8%

(12) その他 3 1.0%

無回答 1 -

　計 294 100.0%

問１ 「生涯学習」という言葉を聞いた事がありますか。

問２ この１年くらいの間に「生涯学習」を行いましたか。

付問２－１ 「２行っていない」と回答された方、生涯学習を行わなかった理由は（３つまで）



－ 32 －

回答数 構成比

(1) 趣味的なもの(音楽、美術など) 47 21.4%

(2) 教養的なもの(文化、歴史など) 13 5.9%

(3) 社会問題に関するもの(国際問題、環境問題など) 5 2.3%

(4) スポーツ・健康に関するもの(ウォーキング、水泳など) 58 26.4%

(5) 家庭生活に役立つもの（料理、編み物など） 18 8.2%

(6) 育児・教育に関するもの(幼児教育・教育問題など) 13 5.9%

(7) 語学に関するもの（英会話、アイヌ語講座など） 2 0.9%

(8) 情報処理・資料作成の技能に関するもの（パソコンなど） 2 0.9%

17 7.7%

27 12.3%

(11) 地域の抱える問題に関すること(ごみ、子どもの安全など) 17 7.7%

(12) その他 1 0.5%

無回答 1 -

　計 221 100.0%

回答数 構成比

(1) 仕事や職業の上で生かしている 27 12.1%

(2) まちづくりや子どもの健全育成などの市民活動

　　（ＮＰＯ・ボランティア活動）に生かしている 23 10.3%

(3) 資格の取得に役立てている 6 2.7%

(4) 日常生活や地域での活動に生かしている 42 18.8%

(5) その知識・技術を土台にして、さらに広く深い知識・技能を

　　 身につけるよう努めている 6 2.7%

(6) 他の人の学習やスポーツ活動、文化活動などの指導に生かしている 18 8.1%

(7) 自分の人生をより豊かにしている 49 22.0%

(8) 自分の健康維持・増進に役立てている 42 18.8%

(9) その他 0 0.0%

(10) 特に生かしていない 6 2.7%

(11) わからない 4 1.8%

無回答 2 -

　計 225 100.0%

問３ 「１行った」と回答された方、どのような内容の「生涯学習」を行いましたか。（いくつでも）

問４ 「１行った」と回答された方、学習活動通じて身に付けた知識･技能や経験をどのように
　　生かしていますか。（３つまで）

(9) 職業上必要な知識･技能に関するもの（仕事に関係のある

　　 知識の習得や資格の取得など） 

(10) ボランティア活動等に必要な知識・技能に関するもの

   （福祉、環境、まちづくり、子どもの健全育成など）
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回答数 構成比

(1) そう思う 6 2.6%

(2) どちらかといえばそう思う 32 13.7%

(3) どちらとも言えない 114 48.9%

(4) あまり思わない 61 26.2%

(5) 思わない 20 8.6%

無回答 22 -

　計 255 100.0%

回答数 構成比

(1) そう思う 73 30.8%

(2) どちらかといえばそう思う 91 38.4%

(3) どちらとも言えない 63 26.6%

(4) あまり思わない 7 3.0%

(5) 思わない 3 1.3%

無回答 18 -

　計 255 100.0%

回答数 構成比

(1) そう思う 80 33.3%

(2) どちらかといえばそう思う 72 30.0%

(3) どちらとも言えない 77 32.1%

(4) あまり思わない 7 2.9%

(5) 思わない 4 1.7%

無回答 15 -

　計 255 100.0%

回答数 構成比

(1) そう思う 4 1.7%

(2) どちらかといえばそう思う 21 8.9%

(3) どちらとも言えない 110 46.8%

(4) あまり思わない 66 28.1%

(5) 思わない 34 14.5%

無回答 20 -

　計 255 100.0%

問5－A  利尻富士町では、住民を対象にした講座などの成果が生かされている

問5－B  利尻富士町では、より良い地域をつくるために取り組まなければならないことが多い

問5－C  利尻富士町では、生涯学習を広めるために今以上に役場・教育委員会などの支援が必要だ

問5－D  利尻富士町では、町民が自ら学習に取り組もうという雰囲気が高まっている
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回答数 構成比

(1) 学習する環境が整っていないから 41 18.2%

(2) どのように学習してよいかわからないから 38 16.9%

(3) 他のことに忙しくて学習に目が向いてないから 38 16.9%

(4) 一緒に学習する仲間が見つけられないから 14 6.2%

(5) 行政などの支援が足りないから 25 11.1%

(6) 地域にあまり関心がないから 34 15.1%

(7) 学習の必要性が感じられないから 29 12.9%

(8) その他 6 2.7%

無回答 2 -

　計 227 100.0%

回答数 構成比

(1) 趣味的なもの(音楽、美術など) 117 17.6%

(2) 教養的なもの(文化、歴史など) 45 6.8%

(3) 社会問題に関するもの(国際問題、環境問題など) 28 4.2%

(4) スポーツ・健康に関するもの(ウォーキング、水泳など) 136 20.5%

(5) 家庭生活に役立つもの（料理、編み物など） 57 8.6%

(6) 育児・教育に関するもの(幼児教育・教育問題など) 37 5.6%

(7) 語学に関するもの（英会話、アイヌ語講座など） 36 5.4%

(8) 情報処理・資料作成の技能に関するもの（パソコンなど） 47 7.1%

44 6.6%

(10)ボランティア活動等に必要な知識・技能に関するもの

　 （福祉、環境、まちづくり、子どもの健全育成など）

58 8.7%

(11) 地域の抱える問題に関すること(ごみ、子どもの安全など) 56 8.4%

(12) その他 4 0.6%

無回答 13 -

　計 678 100.0%

付問５－１ 町民が自ら学習に取り組もうという雰囲気が高まっていると、「思わない」、
　　　　 「あまり思わない」と回答した方、理由は何ですか。（3つまで）

問6  あなたは、今後取り組むとしたらどのような学習活動をしてみたいと思いますか。
     （いくつでも）

(9) 職業上必要な知識･技能に関するもの（仕事に関係のある

　　知識の習得や資格の取得など） 
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回答数 構成比

(1) 少年に関すること(健全育成の成果があらわれていないなど) 24 4.0%

(2) 青年に関すること(活動の機会が少ないなど) 15 2.5%

(3) 成人に関すること(モラルが低下しているなど) 30 5.0%

(4) 家庭に関すること(子育てで悩んでいる親が多いなど) 24 4.0%

(5) 高齢者に関すること(団塊の世代、人材の活用など) 69 11.5%

36 6.0%

(7) 健康・スポーツに関すること(健康づくり、スポーツ振興、

    地域医療の問題など) 

49 8.2%

(8) 環境・自然に関すること(自然環境、環境問題など) 50 8.4%

(9) 地域産業に関すること(基幹産業、地域経済の課題など) 70 11.7%

(10) 安全･安心に関すること(防犯、交通安全、防災、食の安全など) 28 4.7%

(11) 人口に関すること(過疎化、少子高齢化など) 94 15.7%

(12) 人や地域の関わりに関すること(地域関係の希薄化、

    コミュニケーション不足など) 

53 8.9%

(13) 地域の文化に関すること(文化振興、担い手の不足など) 31 5.2%

(14) 住民自治に関すること(住民の参画、住民と行政の役割分担など) 23 3.8%

(15) その他 2 0.3%

無回答 19 -

　計 617 100.0%

回答数 構成比

(1) 記述あり 39 100.0%

無回答 216 -

　計 255 100.0%

回答数 構成比

(1) 記述あり 20 100.0%

無回答 235 -

　計 255 100.0%

問7  あなたが地域の課題として感じていることは、どのようなことですか。（3つまで）

(6) ボランティアに関すること(学習機会、活動機会が不足しているなど) 

問8  課題の中で具体的なことがあれば書いてください

問9  利尻富士町の生涯学習推進体制でご意見などあればお書きください。
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○山や海などの環境を整備することは、漁師などの島の人、観光客の
両方にプラスに働くと思う。今のままでは漁業、観光業ともに衰退
していくだけだと思う。

（３０代、男、商工サービス）

○どの活動にしても、ある規模の人数の確保は必要。利尻富士町単独
で何かを行うのではなく、全島規模ですすめるべきでは。特に子ど
もの少年団活動などは、2つの町合わせて行っていくことも考える
時だと思う。

（３０代、女、主婦）

○学生時代にいろんな活動をしていて利尻に帰ってきても続けている
人は少ない。情報交換の場を多くして、共通の趣味を持っている人
が出会えるようになればよいと思う。

（３０代、男、一般労務職）

○だれもが参加しやすい環境づくりを目指してほしい （２０代、男、商工サービス）

○浮島まつりなど、パレードもなく、利尻町と比べると寂しいものが
あります。観光時期のお祭りとしては、ものたりないかもしれませ
ん。学校などの協力も必要かなと思います。
防災無線やお知らせ利尻富士だけでは聞き逃したり、見逃したりし
るので、大きなイベントや何かある時は、商店街などにポスターや
公告をはってもいいと思います。

（３０代、女、一般労務職）

○警察の取締りが厳しすぎる （５０代、男、自由業）

○「健康づくり」などは定期的に継続できる物を行った方がいいと思
う。たとえば｢ウォーキング｣を目的にするならシーズンに2,3回で
は行う意味がない。

（４０代、女、主婦）

○どんな活動に対しても言えると思いますが、楽しくなければ続かな
いのは確かです。でも、楽しいだけで何も残らないことも多いので
はないでしょうか？学習の意味をみんなが理解したうえでの活動が
望ましいと思います。

（４０代、女、一般事務・
  専門技術職）

○歩行者も運転手もマナーが悪いと思います。交通安全週間には街頭
に立ち町民皆が一生懸命なのは良く目にしますが自分も含めて悪さ
が目立ちます。(逆駐車とか道路の真ん中を走行とか)

（６０代、女、主婦）

○・鴛泊市街地の魅力ある町づくり
・シルバーセンター的な活動場所づくり
・市街地を造成、若者の生活しやすい環境づくり

（６０代、女、主婦）

○鬼脇、万年雪の沢など変わりすぎて魅力がなくなりました。鴛泊、
旧登山道を自然のままに大切にしてほしいです。 （６０代、女、主婦）

○防災拠点の老朽化が深刻しており災害発生時に機能しない恐れがあ
り、課題だと思われる。 （２０代、男、その他）

○・少年の学習の場が少ない。
・高齢者がもっと生きがいのある場が少ない。(働く場所や社会参
加のボランティアなど)

（３０代、男、その他）

○・自然を守りたい。
・この地域だからこそ出来る新たな産業があれば良い。 （５０代、男、商工サービス）

○・医療に関して、専門科不足
・もっと気軽に体力づくりがしたい
・自然は残す、手を入れすぎ!!

（４０代、女、商工サービス）

○島外から来た人の精神面のサポート （３０代、女、その他）

「利尻富士町民の生涯学習に関する意識についてのアンケート」記述集計表

問8　課題の中で具体的なことがあれば書いてください
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○離島という環境で冬場の活用次第でより経済をうるおすことが出来
ると思う、観光も大事だが新たな視点で利尻富士をアピールできる
企画があるとよい

（４０代、男、一般事務・
  専門技術職）

○地域にいろいろな医療機関がない。
（４０代、女、一般事務・
  専門技術職）

○過疎化、少子高齢化が利尻でも進んでいるように思います。
信金の様に役場でも悪いいい方かもしれませんが職場で結婚してい
る女性の方に辞めて頂いてもよいのでは？若い人を受け入れる職場
やお金の問題、老人ホーム、子供たちの遊べる場所も少ないので運
動場や公園なども充実させて欲しい。

（４０代、女、主婦）

○これから冬季間に入ると、隣近所安全などが不安になります。 （７０代、男、漁業）

○漁業の後継者問題 （４０代、男、その他）

○地域医療の充実化 （４０代、無回答、一般労務職）

○出産時、負担が多い。待機入院、家族フェリー代、宿泊代も出して
欲しい （３０代、女、主婦）

○子育てで思う事は、2人子供がいますが、3人目、4人目がほしいの
ですが、もし3人目を妊娠した10ヶ月と産後の1年間、全部で1年
10ヶ月間の上の子の保育料が支払えない!!だから、子供はほしいけ
ど、もう無理です。小学生になって留守番が出きるなら仕事ができ
ますが、まだ小さいうちは保育所のお世話になるしかなく、その為
にはお金が必要だから次の子は無理にきまってます。

（３０代、女、一般労務職）

○～観光について～地域一体となって協力できる事を具体的に形にし
たい。 （４０代、男、商工サービス）

○離島という条件のなか、学習を続けて行く為には、指導者の人材育
成や確保に力を入れることが重要と思います。 （６０代、女、主婦）

○・教育者（教員等）に対し、少年への対応の見直しを行い、小学生
から中学生へと続く良い子供の姿勢を形成してほしい。
・体育館や学校の修繕に着手し、スポーツ振興に力を入れる。

（３０代、男、自由業）

○自治会役員の重責、高齢化と次世代引継ぎの困難さ等 （５０代、女、主婦）

○過疎化対策の強化。たとえば行政がもっと積極的に働く場所を作
る。 （５０代、男、一般労務職）

○住みよい町づくりをしてほしいです。 （３０代、女、主婦）

○体育館を建設して下さい。 （２０代、女、主婦）

○行政の過疎化に対する取組みが弱いと思う。 （５０代、男、商工サービス）

○ボランティアに関してですが、行政側から提示される物ばかりでは
なく、住民が必要とする部分の声もすいあげ、今、何が必要かを検
討する事が大切だと思う。住民が必要とするものは長続きできる内
容があると思う。

（５０代、女、自由業）

○総合体育館をつくってほしい！ （２０代、男、一般労務職）

○体育施設の充実。例えば体育館の建設やパークゴルフ場のナイター
化など。

（５０代、男、一般事務・
  専門技術職）

○利尻島の自然を守りたい。 （４０代、女、自由業）

○選択肢は、多い方が良いと思う。（様々な面で） （３０代、男、一般事務・
  専門技術職）○文化的なことで、利尻富士町内でどんな団体があってどのように活

動しているのかわかりづらいです。 （３０代、女、その他）

○大人のモラルのあり方と子どものしつけについて （２０代以下、男、一般労務職）

「利尻富士町民の生涯学習に関する意識についてのアンケート」記述集計表
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○様々な活動を行っているが最初のうちは関心を持って人間が集まる
が、担い手となると皆弱腰になることがあると思う。そのあたりを
改善しなければ、いけないと思います。

（４０代、男、一般事務・
  専門技術職）

○子どもたちのチャレンジ教室などは、すごく子どもたちもいきいき
として参加したいを言っているので大変よいと思います。 （３０代、女、一般労務職）

○人材がいない （５０代、男、自由業）

○今まで具体的にどんなことをしているか知らなかったので、もっと
わかりやすい体制にしてほしい。

（４０代、女、一般事務・
  専門技術職）

○生涯学習という言葉は聞いた事はありましたが老人(70才位)の方が
勉強するものと思っていました。このアンケートを通じて主旨をわ
かったしだいです。そういった人多いんじゃないでしょうか。（私
だけでしょうか）

（６０代、女、主婦）

○人材活用を考えるべき、どの課題でも地域に豊富な経験をや力を
持った人が多くいるはず。知識だけの行政職員でやるのではなく
もっと多くの地域の人材を生かしてはどうでしょう。

（７０代、男、無職）

○マンネリ化したもので、あまり興味がない。 （６０代、女、主婦）

○個人的な参加も良いですが、、、親子や家族で参加が出来るスタイ
ルのものがあればと思います。 （４０代、女、主婦）

○生涯学習についての考えはとても良い事だと思いますが、そのつど
いきあたりばったりで計画性がないことが残念です。ボランティア
活動ひとつにしても活動してくれる人の負担にならぬ様配慮が必要
です。

（４０代、女、主婦）

○どのような活動があるのか自体わからない方が多いので、もっとわ
かるようなものがあると好ましい。

（３０代、女、一般事務・
  専門技術職）

○生涯学習という言葉は聞いた事はあるが、どういう事をするのか分
からなかった。 （７０代、男、無職）

○情報の発信が少ないのか、自分が知る機会がないのかわかりません
が、どの様な事が行われているのかわかりません。

（３０代、女、一般事務・
  専門技術職）

○行政が企画する活動以外に自主的に行っているサークルやサークル
活動の内容などを、もっと積極的に紹介するなど情報を発信してほ
しい。また、行政側ももっと関心を向けて支援に取り組んで頂きた
い。

（６０代、女、主婦）

○プールの利用だけ。 （５０代、男、商工サービス）

○今後も多くの情報を発し、活動してほしい。 （３０代、男、自由業）

○よくわからない。 （５０代、男、一般労務職）

○住民はあまり理解していないと思います。 （３０代、女、主婦）

○むずかしい。 （６０代、男、無職）

○生涯学習といっても範囲があまりにも広く、難しいと思いますが、
利尻富士町としては、今一番何をしなければならないかをしぼり切
れないまま、時間をすごしているのではないかと思う。深い話し合
いがもてる場、メンバーの選択も大切なように思う。（どの会も同
じ顔ぶれとききます。）

（５０代、女、自由業）

○積極的に様々な行事を行っていると思います。 （３０代、男、一般事務・
  専門技術職）

「利尻富士町民の生涯学習に関する意識についてのアンケート」記述集計表

問9　利尻富士町の生涯学習推進体制でご意見などあればお書きください。
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利尻富士町生涯学習推進計画 
～明日をになう、心豊かな人づくりと、文化を育むまち～ 

平成23年 3月 

〒097－0101 利尻富士町鴛泊字富士野６ 
利尻富士町教育委員会社会教育係内 

TEL：0163－82－1370   FAX：0163－82－2376 
E-mail：kyoui-shakyo@town.rishirifuji.hokkaido.jp 
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